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国際航業（株）と私の仕事
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テーマ選定の背景
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ご存じの通り、メッシュデータはある数値の大小をいくつかの濃淡に分けて
色を塗って表現されることが多いです。

その際、読み込むデータは

メッシュ番号、数値

の２つがあれば、表現できます。

でも、私の仕事は「人流」です。

・ここにいた人が、ここにこれだけの量、移動していました。
・朝はこんな場所に人が多く、夜はこんな場所に人が多かったです。

こういったものを地図上に表現したいと思っています。
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今回のテーマ「移動をどうやってメッシュデータで表現するか？」
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これまで、いろんな方法でこの移動表現を試みてきましたがなかなか良いものがありません。

※アイデアの幅を狭めてしまうので、ここに過去の事例は載せません。

そこでお題は、次のようなものを考えていただきたいと思います。

①メッシュの地図上における分かりやすい表現イメージ（絵）

②その絵を作るにはどういうデータを読み込めばいいか？（読み込むデータフォーマットや必要な項目）

ヒント
・移動というのは時間軸が伴います。
・２次元の地図でどうやってこれまで以上の次元数のデータを表現しうるのか？
・メッシュ間の移動をどのように表すのか？
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移動を制する者はメッシュを制する！

皆様のアイデアお待ちしております。



情報をつなげる力で、

人・社会・地球の未来をデザインする
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